
データ価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤豊田合成について

CO2の畑  ～ CO2の見える化による低減活動～
製品ごとに構成部品・工程単位でCO2排出量を算出し、CO2排出量のグラフ（CO2の畑）を作成。材料、工程、設備別に着眼点
を絞り込み、効果的なCO2低減の取り組みにつなげています。
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脱炭素社会の構築

2050年 バリューチェーンでのカーボンニュートラルを目指して
●　製品ライフサイクル

●　取り組み内容
材料・部品CO2

極小化 物流 CO2 削減 工場CO2ゼロの実現 使用段階CO2 極小化

廃棄の極小化

材料メーカーと協業で
・リサイクル材、バイオ
　マス材の開発・活用

物流会社と協業で
・日常改善：徹底した省エネ活動
・ユーティリティー更新：設備効率化
・生技革新：革新工法の開発
・再エネ導入：太陽光パネル設置、
  グリーン電力購入

・積載効率、運行ルート
   の効率化
・電動トラックの導入

・製品の軽量化
・BEV、FCEV の製品開発
・パワーデバイス等の技術開発

・易解体設計
・廃材回収とリサイクル推進

通勤・出張CO2

極小化
・BEV、FCEVの利用
   促進
・Web 会議や在宅勤
   務の推奨

部品メーカーと協業で
・CO2 排出量の削減

材料・部品の調達 自社（製造） 使用・廃棄（リサイクル）
Scope 3※1 Scope 3Scope 1※2 , 2※3

材料・部品の調達 部品の製造輸送 輸送 使用 廃棄通勤・出張

　パリ協定で締結された、世界の平均気温上昇を産業革命

前比2℃未満に抑える目標の実現はもちろん、今世紀末ま

でに温室効果ガスの排出について、実質ゼロを実現しなけ

ればならないとされています。当社はTG2050環境チャレ

ンジで掲げたCO2排出量のゼロ化を目指し、これまで培っ

てきたモノづくり力に加え、次世代自動車を見据えた材料

や製品の開発力を活かし、2025年度までの活動目標「第7

次環境取組みプラン」に実行計画を落とし込んで活動して

います。さらに中間の2030年度目標として、CO2排出量を

2013年度比で50% 削減することを目標に掲げ、段階的か

つ具体的なCO2削減を進めていきます。

■TCFDの提言に賛同

　豊田合成グループは、2019年5月、気候関連財務情報開

示タスクフォース（TCFD）に賛同を表明し、ガイドに基づ

いたリスク・機会と対応のシナリオ分析を行いました。そ

して、TG2050環境チャレンジや2030年のマイルストーン

の見直しを行うなど、取り組みを加速するとともに、関連

情報の開示を積極的に進めています。
シナリオ分析結果はHP をご参照ください。
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report12/

基本的な考え方

バリューチェーンでの CO2排出量低減活動

● CO2排出量と低減量の見える化
● 目標設定の項目
①

②

③

中長期目標の設定
（2050年、2030年、2025年）
カテゴリー（Scope３）単位の
目標細目化
テーマごとの目標設定

● 財務影響と環境投資の明確化
● 行政・産業界動向入手、
外部発信、渉外

● 顧客、部工会などとの連携
● 環境ビジネスの創造

● 戦略的な低減の切り口、
着眼点抽出

● シナリオ（大きな活動の柱）の策定
● シナリオを成立させる
実行テーマの抽出

カーボンニュートラル
の実現

現状把握と
低減目標設定

低減シナリオ
策定・実行

財務影響・
予算化とIR・渉外

タスク B タスク C

タスク A　材料・部品の調達、製品開発、生産、使用、廃棄段階まで

考えたライフサイクル全体で、CO2排出量の低減活動を推

進しており、2021年6月に全社横断のカーボンニュートラ

ル促進プロジェクトを発足させ活動を加速させています。

社長をトップに、プロジェクトリーダーを総合戦略
本部長、開発本部長、自動車事業統括本部長が務め、
コアメンバーを部門長以上で構成し、スピード感を
もって経営的な判断を即断即決で推進できる体制

各タスクは関係部門長がリーダーとなり活動を推進

カーボンニュートラル促進プロジェクト

体制

活動

※1  企業が間接的に排出するサプライチェーンでの温室効果ガス排出量（原材料製造、輸送、出張、通勤など） ※2 企業自身が直接排出した温室効果ガス排出量（化石燃料・天然ガスなど）
※3 間接的に排出した温室効果ガス排出量（購入電力など）

　車両の燃費性能向上につながる製品の軽量化に加え、生産性の向上、物流の効率化などにより、CO2排出量の低減を推進

しています。
CO2排出量の低減

　製品段階では、環境に配慮した次世代自動車への製品提供、

燃費向上に向けた軽量化、エネルギー消費が少ない製品の

開発を材料技術・製品設計・生産技術の各技術領域が連携し

て進めています。例えばFCEVへの高圧水素タンクの製品

開発、インストルメントパネル周辺部品などのIE部品、ホー

スなどのFC部品においては、強度などの品質を確保した上

で、材料置換（金属→樹脂、ゴム→樹脂など）、部品点数の削減、

機能統合を実施し、軽量化を積極的に進めています。

　豊田合成グループでは、2025年度目標達成に向け、製品段階、生産段階など、ライフサイクル全体におけるCO2排出量の

低減を推進しています。
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25%削減
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■製品開発段階 ： 環境に配慮した製品開発

　TG2050環境チャレンジで工場CO2排出量ゼロの実現に

向けて、2030年マイルストーンを設定し、工場での日常改

善、生産技術革新、ユーティリティーの高効率化、再生可能

エネルギーの拡大等で実現を図っています。

■生産段階 ： 新工法開発、日常改善などによる低減 モノづくり

材料 設計

　物流会社と協業で、トラックの積載量向上や物流の効率

化等でCO2低減を推進しています。

■物流段階 ： 積載効率の向上 モノづくり設計

0

30

60

2013 2015 2019 2020 2021 2025 2030
（基準年）（基準年）

（年度）

目標
2013年度比

50％減

目標
2015年度比

25％減53.253.2

15.915.9

57.457.4

14.914.9

47.147.1

10.810.8

グローバル 単体
（万 t-CO2）

CO2排出量（Scope1,2）

事 例

44 45

環 境  Environment

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report12/


データ価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤豊田合成について

CO2の畑  ～ CO2の見える化による低減活動～
製品ごとに構成部品・工程単位でCO2排出量を算出し、CO2排出量のグラフ（CO2の畑）を作成。材料、工程、設備別に着眼点
を絞り込み、効果的なCO2低減の取り組みにつなげています。

STEP
1

部品①

部品②

部品③

STEP
2

STEP
4

めっき

成形

めっき

組付

めっき

塗装

成形
部品① 部品②

成形
部品③

工程単位に分解製品を部品単位に分解

材料：製品の薄肉化、リサイクル材料の活用

製造：低圧成形、サイクルタイムの短縮

CO2 削減の取り組みSTEP
3

材料

部品0

5

10

組付
工程

kg
-C

O
2 /
ケ

製造

成形
工程 塗装

工程

めっき
工程

構成部品・工程単位別の
CO2排出量を算出し、
CO2の畑を作成

削減の着眼点
要素別に
課題を抽出

脱炭素社会の構築

2050年 バリューチェーンでのカーボンニュートラルを目指して
●　製品ライフサイクル

●　取り組み内容
材料・部品CO2

極小化 物流 CO2 削減 工場CO2ゼロの実現 使用段階CO2 極小化

廃棄の極小化

材料メーカーと協業で
・リサイクル材、バイオ
　マス材の開発・活用

物流会社と協業で
・日常改善：徹底した省エネ活動
・ユーティリティー更新：設備効率化
・生技革新：革新工法の開発
・再エネ導入：太陽光パネル設置、
  グリーン電力購入

・積載効率、運行ルート
   の効率化
・電動トラックの導入

・製品の軽量化
・BEV、FCEV の製品開発
・パワーデバイス等の技術開発

・易解体設計
・廃材回収とリサイクル推進

通勤・出張CO2

極小化
・BEV、FCEVの利用
   促進
・Web 会議や在宅勤
   務の推奨

部品メーカーと協業で
・CO2 排出量の削減

材料・部品の調達 自社（製造） 使用・廃棄（リサイクル）
Scope 3※1 Scope 3Scope 1※2 , 2※3

材料・部品の調達 部品の製造輸送 輸送 使用 廃棄通勤・出張

　パリ協定で締結された、世界の平均気温上昇を産業革命

前比2℃未満に抑える目標の実現はもちろん、今世紀末ま

でに温室効果ガスの排出について、実質ゼロを実現しなけ

ればならないとされています。当社はTG2050環境チャレ

ンジで掲げたCO2排出量のゼロ化を目指し、これまで培っ

てきたモノづくり力に加え、次世代自動車を見据えた材料

や製品の開発力を活かし、2025年度までの活動目標「第7

次環境取組みプラン」に実行計画を落とし込んで活動して

います。さらに中間の2030年度目標として、CO2排出量を

2013年度比で50% 削減することを目標に掲げ、段階的か

つ具体的なCO2削減を進めていきます。

■TCFDの提言に賛同

　豊田合成グループは、2019年5月、気候関連財務情報開

示タスクフォース（TCFD）に賛同を表明し、ガイドに基づ

いたリスク・機会と対応のシナリオ分析を行いました。そ

して、TG2050環境チャレンジや2030年のマイルストーン

の見直しを行うなど、取り組みを加速するとともに、関連

情報の開示を積極的に進めています。
シナリオ分析結果はHP をご参照ください。
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report12/

基本的な考え方

バリューチェーンでの CO2排出量低減活動

● CO2排出量と低減量の見える化
● 目標設定の項目
①

②

③

中長期目標の設定
（2050年、2030年、2025年）
カテゴリー（Scope３）単位の
目標細目化
テーマごとの目標設定

● 財務影響と環境投資の明確化
● 行政・産業界動向入手、
外部発信、渉外

● 顧客、部工会などとの連携
● 環境ビジネスの創造

● 戦略的な低減の切り口、
着眼点抽出

● シナリオ（大きな活動の柱）の策定
● シナリオを成立させる
実行テーマの抽出

カーボンニュートラル
の実現

現状把握と
低減目標設定

低減シナリオ
策定・実行

財務影響・
予算化とIR・渉外

タスク B タスク C

タスク A　材料・部品の調達、製品開発、生産、使用、廃棄段階まで

考えたライフサイクル全体で、CO2排出量の低減活動を推

進しており、2021年6月に全社横断のカーボンニュートラ

ル促進プロジェクトを発足させ活動を加速させています。

社長をトップに、プロジェクトリーダーを総合戦略
本部長、開発本部長、自動車事業統括本部長が務め、
コアメンバーを部門長以上で構成し、スピード感を
もって経営的な判断を即断即決で推進できる体制

各タスクは関係部門長がリーダーとなり活動を推進

カーボンニュートラル促進プロジェクト

体制

活動

※1  企業が間接的に排出するサプライチェーンでの温室効果ガス排出量（原材料製造、輸送、出張、通勤など） ※2 企業自身が直接排出した温室効果ガス排出量（化石燃料・天然ガスなど）
※3 間接的に排出した温室効果ガス排出量（購入電力など）

　車両の燃費性能向上につながる製品の軽量化に加え、生産性の向上、物流の効率化などにより、CO2排出量の低減を推進

しています。
CO2排出量の低減

　製品段階では、環境に配慮した次世代自動車への製品提供、

燃費向上に向けた軽量化、エネルギー消費が少ない製品の

開発を材料技術・製品設計・生産技術の各技術領域が連携し

て進めています。例えばFCEVへの高圧水素タンクの製品

開発、インストルメントパネル周辺部品などのIE部品、ホー

スなどのFC部品においては、強度などの品質を確保した上

で、材料置換（金属→樹脂、ゴム→樹脂など）、部品点数の削減、
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■製品開発段階 ： 環境に配慮した製品開発

　TG2050環境チャレンジで工場CO2排出量ゼロの実現に

向けて、2030年マイルストーンを設定し、工場での日常改

善、生産技術革新、ユーティリティーの高効率化、再生可能

エネルギーの拡大等で実現を図っています。

■生産段階 ： 新工法開発、日常改善などによる低減 モノづくり

材料 設計

　物流会社と協業で、トラックの積載量向上や物流の効率

化等でCO2低減を推進しています。

■物流段階 ： 積載効率の向上 モノづくり設計
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データ価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤豊田合成について

　廃棄物量※2・水リスクの極小化やリサイクルしやすい製品設計を通して限りある資源を有効に利用し、循環型社会の実現

に貢献しています。
※2  TG2050環境チャレンジで掲げた排出物量極小化に向け、現在は、廃棄物量の低減に取り組んでいます。

循環型社会の構築

　当社はゴム・樹脂を専門とする高分子メーカーとして、

限りある資源を有効活用することで、循環型社会の実現に

向け取り組んでいます。

　製造現場中心の不良・歩留まり対策だけでなく、源流部

門である材料技術・生産技術を巻き込んでの排出抑制・リ

サイクルに取り組み、資源循環の拡大を進めていきます。

　また、水に関しては気候変動の影響により世界各地で水

不足や水害などが発生しており、大きな問題となっていま

す。そのため、グローバルで事業活動を展開する国・地域ご

とにリスクを洗い出し、水使用量の低減や水のリサイクル

はもちろん、よりきれいな排水として地域に還すことなど

のリスク低減に取り組んでいます。

基本的な考え方

　資源循環に関する「リスク」と「機会」を重要な経営課題と捉え、重点取り組み事項のひとつとして全社で取り組んでいます。

資源循環に関する「リスク」と「機会」

影響する項目 リスク 機会 対応

資源の枯渇
（不足）

・ 原材料の調達難や価格高騰による収益悪
化と生産支障

・ リサイクル技術、材料使用量の削減
による収益向上

・上記技術開発による企業価値の向上

・軽量化に向けた製品開発の推進
・原材料のリサイクル技術開発
・ 植物由来のバイオ材やリサイクル材の活用拡大

水リスク
（量・質）

・生産に必要な水の確保難による生産支障
・水質悪化による製品品質の悪化
・水害による生産支障

・ 水の再利用、使用量の削減による収
益向上

・上記技術開発による企業価値の向上

・水の再利用技術の開発
・雨水の利用の活用拡大
・ 生産体制の見直し、電気設備の設置場所見直し

　6種類の温室効果ガスのうち、当社で使用している3つの

ガス（HFC、PFC、SF 6）について低減活動を行っています。

ハンドルの芯金生産に使うシールドガスなどは、いずれも

環境負荷の低い代替ガスへの切り替えを2015年度までに

完了しました。引き続き低減活動に取り組んでいきます。

温室効果ガス（6ガス）※1 排出量の低減

1.31.3

0.030.03
0

1.0

2.0
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（万t-CO2）

※1  ハイドロフルオロカーボン（HFC）、パーフルオロカーボン（PFC）、 
六フッ化硫黄（SF6）、メタン（CH4）、亜酸化窒素（N2O）、三フッ化窒素（NF3）
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再生可能エネルギー導入率 ［グローバル］　クリーンなエネルギーである太陽光発電、風力発電の設置、

グリーン電力の購入など、再生可能エネルギーの拡大を図

り、2021年度末時点で導入率はグローバル全電力の5％を

超えました。2030年度までに20% 以上を目指して拡大を

進めていきます。

■再生可能エネルギー

　地球環境保全の観点から、自社の事業活動における

GHG 排出量（Scope1、Scope2）だけでなく、原材料の採

掘から廃棄なども含んだバリューチェーン全体の排出

量（Scope3）も把握し、公開しています。なお、2021年度

からカーボンニュートラル促進プロジェクトを発足させ

Scope3の精度向上を進めるとともに、2030年マイルストー

ンの設定や排出量が多い原材料は軽量化・リサイクルなど

図り低減取り組みを進めています。

バリューチェーンにおける環境負荷

廃棄物の低減
■2030年マイルストーンの設定

　TG2050環境チャレンジで掲げた循環型社会の実現に向

けて、排出物量の極小化を目指して、2030年マイルストー

ンとして目標を設定し、排出抑制・発生源対策、ゴム・樹脂

屑のリサイクル、徹底的な分別による廃棄物の低減など資

源の有効利用に取り組んでいます。

廃棄物量の極小化に向けたシナリオ（削減イメージ図） ［単体］
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廃
棄
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量
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0
（年度）

（%）

2012 2017 2020 2025 2030 2040 2050

日常改善

発生後対策

工法開発

（2012年度比） リサイクル推進
（リサイクル製品開発含む）

2030年目標

50%削減
（2012年度比）

TG2050環境チャレンジ 極小化

2025年目標
40%削減

第7次環境取組みプラン

■プラスチック資源循環促進法の対応

　当社では2022年4月施行のプラスチック資源循環促進

法の対応およびカーボンニュートラルへの寄与も考慮し、

環境に配慮した3R+Renewableな製品の設計・製造に取り

組んでいます。

　また、新たに2030年のプラスチック産業廃棄物量の目標

を設定し、プラスチックの資源循環に取り組んでいます。

1,3731,373
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1,0731,073
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2019年度比

22%減
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温室効果ガス（6ガス）排出量（CO2換算） ［単体］

上記以外については極微量または非該当

Scope・カテゴリー 排出量（万t）

Scope1 10.1

Scope2 37.0

Scope3

1.購入した商品およびサービス 138.1

172.4

2.資本財 14.5

3. 燃料およびエネルギー関連活動
（Scope1,2を除く） 5.0

4.上流の物量 8.2

5.操業で発生した事業廃棄物 3.8

6.出張 0.4

7.従業員の通勤 2.3

8.上流のリース資産 0.1

Scope別CO2排出量（2021年度実績） ［グローバル］

プラスチック産業廃棄物量 ［単体］
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